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１．概要 



 物質情報データベースは、ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエアで読み込むデータベースで 

   Ｅｄｉｔｅｒや、ＭａｋｅＭｙＩＣＤＤソフトウエアで作成される。 

   実態は、C:¥CTR¥work¥MYICDD 以下に存在する。 

   このデータベースにフォーマットの異なるＴＸＴが存在すると、ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエア 

   で読み込めなく、各種ソフトウエアで障害が発生する。 

   本ソフトウエアでは、物質データベースの管理を目的とするソフトウエアである。 

 

２．ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａの異常 

  

 対象物質名が表示されない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ＤａｔａＢａｓｅＧｕｒａｄの起動 



   起動方法には２つの方法があります。 

 １）C:¥CTR¥bin¥DataBaseGurad.jar のダブルクリック 

 ２）ODFPoleFigure2 の ToolKit->DataBaseTools(Ver.1.03N 以降)->DataBaseGurad 

 

   

 

 

  

 

 

４．ＤａｔａＢａｓｅＧｕｒａｄソフトウエアの使い方 



  

   データベース検索スタート    ErrorNO1 の修正 

  

 

  フォーマットエラーが表示された場合、該当ファイルの編集、あるいは削除を行う。 

 

 ＭＹＩＣＤＤデータが存在していない場合、ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエア起動で 

 初期データが作成される。 

 ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａ（Ｖｅｒ１．２５Ｘ）以降で修正初期データが作成される。 

 

 

６．ERRORNO 



 ErrorNO 

  １ 

  ２ 

  ３         

  

 

 

 

  ４ 

  ５ 

 

 

 

 

 

 

ErroNO=1 のエラーで、物質名にスペースが入っていると PFtoODF3 の指数変更が働かない 

例えば、 

  

  ファイル名にカンマが入っている。 

            

 

 h k l 相対強度 ２θ角度の並びがおかしい 

 


